
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

町
合
所
に
積
置
き
、
架
替
へ
の
都
度
共
の
銀
子
を
以
て
鐙
替
へ
す
る

格
た
り
け
り
。
と
れ
彼
の
文
総
三
年
利
家
卿
の
印
脅
に
、
尾
山
町
中

よ
り
手
停
云
々
と
載
せ
給
へ
る
文
言
に
掠
れ
ば
、
園
初
以
来
の
流
例

た
る
ぺ
し
。
又
此
の
橋
梁
の
問
教
往
昔
は
甚
だ
長
か
り
し
も
、
遁
々

川
幅
を
狭
め
町
地
を
蹟
げ
ら
れ
し
ゅ
ゑ
減
じ
た
り
と
い
へ
り
。
近
代

に
て
は
共
の
問
教
.
延
貨
の
金
滞
闘
に
、
犀
川
橋
長
四
十
間
隔
三
聞

と
あ
り
。
叉
十
二
冊
定
書
に
載
せ
た
る
金
津
通
町
筋
町
割
付
に
も
、

四
十
閑
犀
川
橋
と
見
h
.
土
屋
義
休
の
大
路
水
経
に
も
、
橋
長
四
十

聞
と
あ
り
。
又
金
披
深
秘
録
に
、
寅
永
の
頃
よ
り
減
じ
て
‘
長
さ
四

十
関
崎
三
聞
と
危
り
た
る
が
如
く
記
す
る
は
翻
訳
聞
な
る
べ
し
。
叉
文

化
四
年
犀
川
大
橋
架
直
し
の
時
、
橋
の
長
さ
す
べ
ら
れ
候
様
取
沙
汰

有
v
之
と
い
へ
ど
も
、
共
の
沙
汰
相
止
む
と
あ
り
。
但
し
従
前
は
片
町

の
方
に
川
除
橋
蛮
を
敏
間
築
出
し
.
町
地
を
庚
げ
ら
れ
し
か
ど
、
橋

の
間
数
は
そ
の
ま
h
k
て
‘
四
十
聞
に
幅
三
聞
を
定
と
せ
り
。
或
は

回
く
‘
犀
川
橋
謹
を
築
尚
b
、
町
地
を
庚
げ
た
る
は
.
奮
藩
六
世
麓

園
公
の
時
に
て
、
大
根
内
磁
允
が
勢
擁
を
振
ひ
た
る
頃
な
り
し
か

ど
、
橋
梁
の
問
教
は
幕
府
へ
書
出
し
あ
り
し
故
に
、
橋
梁
は
後
に
ま

で
共
の
健
な
り
し
と
い
へ
hv
。
按
宇
る
に
‘
金
城
深
秘
録
に
‘
究
保

tit-句
rhq・
一
点
い
帖
泣
百

;

i

l

l

-
遺
遁
而
流
e

循
v
披
而
西
宮
星
・
建
昌
子
海
-
云
々
。
と
記
載
し
・
ま
た
同

十
五
年
に
、
土
屋
義
休
が
筆
記
せ
し
金
披
隆
盛
私
記
に
云
ふ
。
金
城

東
浅
川
温
水
。
共
流
入
=
湖
水
プ
汎
=
々
於
大
野
港
吋
西
犀
川
之
菊
水
-

F々
宮
腰
大
洋
二
宮
々
。
と
あ
り
。
そ
の
水
源
水
脈
の
茸
細
は
‘
土
屋

義
休
の
山
川
記
・
大
海
君
山
の
重
修
大
路
水
経
・
石
黒
信
由
の
靖
術
大

路
水
経
・
宮
田
景
周
の
金
披
三
河
考
に
載
せ
た
り
。
平
次
按
宇
る
に
・

犀
川
は
上
古
は
石
川
郡
・
加
賀
郡
の
郡
界
を
流
通
す
。
故
に
此
の
河

水
を
以
て
、
雨
郡
の
経
界
と
た
し
た
る
べ
し
。
共
の
由
来
は
い
ま
だ

賭
記
録
陀
所
見
た
け
れ
ど
、
務
本
和
名
抄
に
載
せ
た
る
石
川
・
加
賀

雨
郡
の
郷
名
と
三
代
貫
録
・
延
菩
式
称
名
岐
に
て
著
明
た
り
。
ま
た
石

川
の
郡
名
も
、
此
の
河
流
の
名
を
以
て
負
は
せ
た
る
た
ら
ん
か
。
日

本
紀
に
‘
仁
徳
天
皇
の
御
世
引
=
石
川
水
-
而
云
h
?と
見
h
た
り
。
石
川

と
呼
べ
る
河
水
は
、
河
内
園
石
川
郡
有
菅
名
a
石
川
-
者
畠
と
、
日
本
紀
遇

震
に
い
へ
り
。
さ
れ
ば
加
賀
園
石
川
郡
も
河
内
園
石
川
郡
と
同
じ

く
・
郡
内
に
石
川
て
ふ
川
あ
り
し
故
に
、
郡
を
建
て
ら
れ
し
時
川
名

に
撮
り
て
、
石
川
郡
と
は
競
せ
し
た
る
べ
し
。
犀
川
は
念
流
に
て
殊

に
石
多
〈
、
貨
に
石
川
と
い
ふ
べ
き
河
水
た
り
。
故
に
上
古
は
石
川

と
呼
ぴ
た
り
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
宮
田
景
周
の
金
披
三
河
考
に
、

金
滞
古
蹟
志
巻
十
大

二
四

二
年
に
演
野
川
橋
、
大
槻
内
磁
允
了
簡
を
以

τ問
教
を
減
じ
た
る
よ

し
記
載
す
。
然
れ
ば
犀
川
橋
惑
を
築
出
し
た
る
も
同
時
た
ら
ん
か
。

さ
て
明
治
八
年
架
直
し
の
時
、
橋
袈
に
感
じ
橋
の
問
教
を
減
じ
、
橋

梁
の
長
さ
三
十
四
間
三
尺
と
悲
し
、
橋
幅
は
五
尺
庚
く
な
し
、
三
間

五
尺
と
な
し
た
り
。
叉
橋
の
恰
好
従
前
は
そ
り
高
く
‘
橋
柱
茜
だ
集

く
、
そ
の
恰
好
宜
し
か
り
し
と
い
へ
ど
も
、
荒
川
た
り
し
故
に
常
に

水
損
甚
だ
し
。
故
に
明
治
八
年
の
架
替
へ
の
時
‘
土
木
訴
の
詮
識
に

て
橋
桂
を
減
少
し
)
水
害
を
省
き
永
績
を
専
ら
と
た
し
、
且
卸
今
は

従
前
と
遼
ひ
、
入
力
・
荷
車
の
遜
路
繁
多
怠
る
に
よ
り
、
橋
梁
の
そ
り

を
減
じ
た
り
。
故
に
橋
の
恰
好
従
前
と
は
一
捜
し

τ、
今
日
の
如
く

成
り
た
る
た
り
。
俳
措
額
二
百
餓
に
犀
川
橋
上
の
吟
。

あ
か
よ
¥
と
日
は
つ
れ
な
く
も
秋
の
風
芭
蕉
翁

按
宇
る
に
、
右
芭
蕉
の
何
は
、
元
総
二
年
に
金
津
へ
来
寓
の
時
、
橋

上
に
て
の
印
吟
た
り
と
い
へ
り
。

。

犀

川

元
秘
十
二
年
室
鳩
巣
の
蒙
橋
記
に
云
ふ
。
白
山
天
下
之
名
山
也
。
去
-

賀
誠
-
百
二
十
里
e

塞
上
俳
銭
。
衆
山
尚
偶
然
居
昌
州
之
東
南
二
持
西
則
山

勢
相
因
叫
争
馳
来
趣
晶
子
府
二
官
賞
昌
府
之
甫
↓
而
犀
川
之
水
出
a
於
共
問

犀
川
は
、
惣
園
加
賀
風
土
記
に
蛾
せ
た
る
中
村
河
に
て
、
上
古
は
中

村
河
と
呼
び
た
る
よ
し
論
詰
す
れ
ど
、
全
く
景
周
の
制
限
設
な
り
。
中

村
河
は
、
彼
の
風
土
記
に
中
村
郷
の
僚
下
に
記
載
し
、
中
村
郷
は
石

川
郡
倉
光
の
謹
二
十
六
村
を
ぽ
中
村
郷
の
廊
村
と
す
。
然
れ
ば
中
村

河
は
手
取
川
の
分
水
に
て
、
今
い
ふ
中
村
用
水
た
る
事
い
ち
じ
る

し
。
丸
一
刷
ル
川
の
名
は
、
既
に
白
山
比
時
一
脚
枇
に
侮
来
せ
る
三
宮
古
記
-

E
和
元
年
の
+
久
保
民
、
近
年
水
引
紳
人
沙
汰
進
分
事
。
山
崎
村
・
佐
井

川
・
栗
多
河
と
見
h
た
る
佐
井
河
是
た
り
。
此
の
後
の
記
録
に
も
‘
織

回
軍
記
に
、
天
正
五
年
八
月
柴
岡
勝
家
緒
勢
を
随
へ
・
加
賀
園
へ
飢

入
し
、
さ
い
川
・
手
取
川
打
越
え
‘
小
松
等
を
燐
働
す
と
見
h
、
文
総

三
年
丸
月
利
家
卿
印
書
に
、
西
川
・
湾
野
川
橋
一
疋
々
と
載
せ
ら
れ
た

り
。
然
れ
ぽ
犀
川
の
文
字
は
文
総
以
後
書
初
め
た
り
し
と
聞
ゆ
。
西
川

の
名
は
、
白
山
宮
挺
般
鱗
中
記
録
に
、
延
膝
元
年
八
月
十
七
日
。
白

山
宮
紳
殿
焼
失
。
紳
主
女
房
自
昌
西
川
岸
-
令
v
落
e

逝
去
畢
。
と
あ
る
西

川
を
ば
三
河
考
に
摩
川
の
古
名
の
如
〈
載
せ
た
り
。
是
も
景
周
の
挟

也
o
白
山
締
定
私
記
に
、
白
山
一
脚
盤
、
我
が
盟
筆
原
因
と
成
り
し
以

来
、
此
の
舟
岡
に
住
み
た
れ
、
西
河
の
深
瀬
に
遊
ぶ
一
宮
々
。
と
も
あ
り

て
.
手
取
川
を
ば
西
河
と
も
呼
べ
り
。
但
し
此
は
品
シ
河
と
稀
し
た

ニ
五




